
お問合せ

〒980-8575　宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 

東北大学大学院医学系研究科
病理診断学分野／病理検査学分野

実行委員長 鈴木　貴

E-mail：49jshc@gmail.com（講習会）
● TEL：022-717-8119 ● FAX：022-717-8051 

49jshc.wetlab@gmail.com（技術講習会）

第49回組織細胞化学講習会実行委員会事務局

▶入会に関するお問合せ

〒113-0033
東京都文京区本郷2-27-16
大学通信教育ビル5階 
中西印刷株式会社　東京営業所内
TEL：03-3816-0738
FAX：03-3816-0766
E-mail：jshc@nacos.com

日本組織細胞化学会事務局
ルートCFPRO合同会社
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-5-28
カーニープレイス仙台駅前通603
営業時間：平日 9:30～17:30（土日祝日 休業）
E-mail：reg-49jshc@rcfpro.jp
※お問い合わせはメールにてお願いいたします。

オンライン参加登録サポートデスク

▶オンライン参加登録に関するお問い合わせ

講習会・技術講習会　受講費 ★ 受付開始：4月上旬を予定（詳細はHPをご確認ください）

※ ８月８日(木)に開催を予定している懇親会は一般：5,000円、学生：2,000円を予定しております。
　 参加希望者は受講登録時にご登録ください。なお、懇親会参加費は当日現金でのお支払いをお願いいたします。

正会員 学生会員 非会員一般 非会員学生

講習会
（テキスト代含む）

技術講習会
（Wet Lab）

20,000円 10,000円 30,000円 15,000円

20,000円

正会員 学生会員
入会予定者（注1） 入会予定者（注1）

20,000円 10,000円

＜注1＞　《受講申込時点で非会員かつ会員価格の適用を希望される方へ》
この機会に、日本組織細胞化学会にご入会いただける方には会員価格の受講費が適用されます。 参加登録後、日本組織細胞化学会HPの「入会のご案内」（http://jshc.na-
cos.com/join/）より入会手続きを行ってください。 本講習会受講を機に入会される方は入会金（2,000円）が免除になります。 入会申込書に「第49回講習会受講者のため、入会
金の免除を希望する」旨を記載の上、日本組織細胞化学会事務局までお送りください。 

▶ 受講者にはテキストをお送りします。
※送付予定：7月下旬

* 講習会の講演内容はオンデマンド配信期間内（講習会終了後～10月下旬）は何度でも視聴可能です。

3  受講登録完了

参加登録後、入力した情報が記載された参加登録完了メールが自動送信されます。メールが届かない場合は、申し込みが完了していない
可能性がありますので、必ずオンライン参加登録サポートデスク（reg-49jshc@rcfpro.jp）までご連絡ください。

2 「受講申込完了メール」が届く

② 専用ページにてクレジットカード決済をお願いいたします。（※現金決済には対応しておりません。）
　 [利用いただけるカード：Visa、Mastercard、American Express、Discover、Diners Club、JCB]

① 講習会HP「参加申し込み」ページの「オンライン参加登録」ボタンより、参加登録画面におすすみいただき、必要事項をご入力ください。

申込締切日：講習会ホームページをご確認ください。
定　　　員：350名（先着順）　締切日前でも定員になり次第、受付を終了いたしますのでお早めにお申し込みください。

オンラインで申し込む１

受講登録の流れ
* 詳細は、講習会ホームページ（https://www.anatomicpath.med.tohoku.ac.jp/49jshc/、上記の２次元コード）にてご確認いただくか
   オンライン参加登録サポートデスク（reg-49jshc@rcfpro.jp）までお問合せください。

最新情報はHPを
ご覧ください。

2024年８月８日(木) ～ 10日(土)
●８月 ８ 日(木) 講習会１日目

19：00～懇親会
●８月 ９ 日(金) 講習会２日目 9：30～17：10

●８月10日(土) 技術講習会（Wet Lab） 9：30頃～

東北大学百周年記念会館川内萩ホール9：30～18：35

東北大学医学部星陵キャンパス内
（講習会１日目、2日目の各講演内容は専用サイトのオンデマンド配信動画で10月下旬まで配信予定。）

開催期日・会場

東北大学百周年記念会館川内萩ホール
青葉の風テラス（仙台市地下鉄東西線「国際センター駅」内）

第 49 回第 49 回
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生命現象を形で紡ぐ組織化学 
      ～自在に使うための3日間～
生命現象を形で紡ぐ組織化学 
      ～自在に使うための3日間～
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組織学とオミクス解析の融合～シングルセル解析から空間オミクス解析まで～ 山﨑　昌哉
（公益財団法人がん研究会　がん研究所　発がん研究部）

16：30～17：10 18講演

クライオ電子顕微鏡法による構造解析 小柴　生造
（東北大学　未来型医療創成センター）15：50～16：30 17講演

患者由来がん三次元培養とその応用 池田　和博
（埼玉医科大学医学部　ゲノム応用医学）15：10～15：50 16講演

休憩（15分）14：55～15：10

RIME法を利用したタンパク質間相互作用解析 横山　敦
（東北大学大学院医学系研究科　分子内分泌学分野）14：15～14：55 15講演

13：35～14：15 病理組織を用いたレーザーマイクロダイセクション法と遺伝子解析～基礎から臨床まで～ 中西　陽子
（日本大学医学部　病態病理学系腫瘍病理学分野）14講演

12：55～13：35 学術画像の取り扱いと画像解析による数値化の基礎 宮東　昭彦
（杏林大学医学部　顕微解剖学）13講演

休憩（10分）12：45～12：55
共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

ランチョンセミナー２11：45～12：45

休憩（15分）11：30～11：45

10：50～11：30 イムノブロット法の基礎から応用まで 村上　昌平
（東北大学大学院医学系研究科　医化学分野）12講演

10：10～10：50 蛍光抗体法 松﨑　利行
（群馬大学大学院医学系研究科　生体構造学）11講演

 9：30～10：10 10講演 理論に基づいた電子顕微鏡試料作成法の基礎とコツ 髙木　孝士　
（昭和大学　電子顕微鏡室）

講習会 2 日目2024年8月9日（金） 開場　9：00

宮崎　龍彦 （第50回講習会実行委員長）閉会の挨拶17：10～

懇親会19：00～

機能性ナノ粒子を活用した病態評価 権田　幸祐
（東北大学大学院医学系研究科　医用物理学分野）

17：55～18：35 9講演

組織透明化 田中　伸之
（慶應義塾大学医学部　泌尿器科学教室）17：15～17：55 8講演

タンパク質間相互作用可視化技術の実践 岩渕　英里奈
（東北大学大学院医学系研究科　病理検査学分野）16：35～17：15 7講演

休憩（10分）16：25～16：35
共催：株式会社島津製作所

スイーツセミナー15：25～16：25
休憩（15分）15：10～15：25

FISH法の臨床および研究の実例 青山　弥生
（東北大学大学院医学系研究科　病理診断学分野）14：30～15：10 6講演

13：50～14：30 in situ hybridization 菱川　善隆
（宮崎大学医学部解剖学講座　組織細胞化学分野）5講演

13：10～13：50 免疫組織化学 中村　保宏
（東北医科薬科大学大学院医学研究科　病理学分野）4講演

休憩（10分）13：00～13：10
共催：株式会社 ニコンソリューションズ

ランチョンセミナー１12：00～13：00

休憩（15分）11：45～12：00

11：05～11：45 硬組織の標本作成・免疫組織化学・in situ hybridization 宇月　美和
（福島県立医科大学保健科学部　臨床検査学科）3講演

10：25～11：05 包埋・薄切・染色における初学者向け注意点 髙木　清司
（東北大学大学院医学系研究科　病理検査学分野）2講演

 9：45～10：25 1講演 組織の取り扱いと固定について ～生命現象を形で紡ぐはじめの一歩～ 宮崎　龍彦　
（岐阜大学医学部附属病院　病理部）

菱川　善隆 （日本組織細胞化学会理事長）鈴木　貴（第49回講習会実行委員長）、開会の挨拶 9：30～ 9：40

講習会 1 日目2024年8月8日（木） 開場　9：00

講習会　プログラム 東北大学百周年記念会館　川内萩ホール（仙台市青葉区川内40）



顕微鏡・顕微鏡画像の基礎を知るB
定員 16名

コ
ー
ス

光学顕微鏡の性能は日々進化していますが、基礎と原理は不変
のものであり、基礎と原理を正しく習得していただくことにより、日
々の顕微鏡を用いた検査、診断をより正確なものにして頂けると
確信しております。又、今回のWet Labコースでは、明視野観察方
法、蛍光観察方法をメインに、顕微鏡用デジタルカメラを用いた
画像取得方法等もご紹介させて頂きます。
また15：00からは大阪大学　放射線科学基盤機構　教授であり
ます樺山先生をお招きし論文に使用可能な顕微鏡画像の活用
についてご講演いただきます。顕微鏡の基礎から顕微鏡画像の
使用、応用、最新の情報など学べる貴重な会となりますのでご参
加お待ちしております。

担当：株式会社 ニコンソリューションズ

2024年8月10日（土） 開始　9：30頃～（各コースによって終了時間が異なります。）

技術講習会（Wet Lab）プログラム 東北大学医学部星陵キャンパス（仙台市青葉区星陵町2番1号）

動物を用いた実験は、3Rsの原理のもと、適切な動物福祉や倫理
に則った実験方法が求められます。本コースでは、小動物（マウス
・ラット）を対象とした組織化学を行う初心研究者のために、動物倫
理や福祉の基本的な考え方を学ぶとともに、動物の保定法から試
料投与法（経口投与、腹腔内投与、尾静脈投与）、採血法（尾静脈
採血、全採血など）、麻酔法（吸入麻酔、注射麻酔）、安楽死法及び
臓器摘出法など、小動物の組織解析前処理法を実際の動物を用
いて学ぶことを目的とします。講師は附属動物実験施設の教員お
よび技術職員7名で構成します。

担当：原田 伸彦 先生 （東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設）
        東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設
        ／東北大学動物・遺伝子実験支援センター

実験小動物（マウス・ラット）の
取り扱いおよび処置の基礎技術

A
定員 12名

コ
ー
ス

C
定員 16名

コ
ー
ス 透明化脳標本のイメージング技術を知る

順天堂大学　大学院医学研究科　脳回路形態学　日置教授をお
招きし透明化脳標本のイメージングについて講習会を実施していた
だきます。
国内外で続 と々開発が進められている組織透明化技術は、光散乱
を低減化することによって、組織標本の深部からでも充分量の光を
検出することができる技術です。この技術を活用することで、厚みの
ある標本をそのまま観察することができ、高速かつ大規模な三次元
構造解析が可能となります。本コースでは、ScaleS法（Hama et al., 
2015）による脳組織の透明化処理の一連の流れを、実際の脳標本
を使って学んでいただきます。また、共焦点レーザー顕微鏡を用いた
透明化処理標本のイメージング法も紹介します。透明化に用いる溶
液のほとんどは高い屈折率を示すことから、それに応じた対物レン
ズを用いるなど、ちょっとした工夫が必要になります。透明化技術が
皆様にとって身近な技術となることを期待します。

担当： 株式会社 ニコンソリューションズ

ウェスタンブロッティングの
最先端技術

D
定員 14名

コ
ー
ス

ウェスタンブロットがシンプルウェスタン（キャピラリー全自動ウェ
スタンブロット）に進化いたしました。30分でウェスタンを行える時
代です。プレーティングさえできれば誰でも、３時間後、ハンズフリ
ーで結果を得ることができます。ウェスタンの全自動化により、優
れた定量性、優れた再現性で正確な結果を取得いたします。本
コースでは、弊社シンプルウェスタンを用いて、標的タンパク質の
発現を確認するだけでなく、定量測定などタンパク質発現解析を
理解することを目指します。

担当： プロテインシンプルジャパン株式会社

リアルタイムPCRによる
遺伝子発現解析実習

E
定員 12名

コ
ー
ス

リアルタイムPCRによる遺伝子解析はがん関連遺伝子解析や
病原微生物検出など幅広い分野で活用されていますが、サン
プル調製や核酸抽出、逆転写によるcDNA合成、内在性コント
ロール遺伝子選択など様々な注意点があり、基礎原理の理解
と合わせて適切な操作や手技の実施が重要となります。今回の
実習ではコンタミネーションを回避できるようなピペット操作をは
じめとして、逆転写反応やリアルタイムPCRに関して基礎からの
説明と合わせて実施し、良好なデータを得る方法を習得します。
また、FFPEサンプル等からの取扱いにおける留意点なども講
義で説明し、幅広い遺伝子解析手法の理解を目指します。

担当：サーモフィッシャーサイエンティフィック　ライフテクノロジ
        ーズジャパン株式会社

RNAscope -超高感度RNA in situ 
hybridization- を知る

F
定員 20名

コ
ー
ス

RNAscopeはFFPE組織、凍結組織、培養細胞等のサンプル中
のRNAを、独自のRNA in situハイブリダイゼーション（ISH)法
により検出する新しい技術です。特許を取得した特徴的なプロー
ブを用いることで、非常に高い特異性と感度を実現しました。プ
ローブと各試薬をキットとしてお届けするので、従来法の様な面
倒で有害な試薬調整は不要です。プローブのターゲットとして、ヒ
ト、マウスや各種モデル生物は勿論、微生物やウイルスの検出に
も広く利用されています。赤、茶、2色（赤・緑）の発色キットと最高
12色までの蛍光キットをご用意しており、免疫染色との組合せも
可能です。当日は茶の発色キットを用いて、コントロールスライド
をコントロールプローブで染色します。

担当：  Advanced Cell Diagnostics Japan

● 技術講習会（Wet Lab）は、講習会受講者を対象に行います。
● 技術講習会（Wet Lab）のみの受講はできません。希望コースは先着順で受け付けます。



最新情報はホームページにてご確認ください。
https://www.anatomicpath.med.tohoku.ac.jp/49jshc/

初学者のための免疫組織化学実習M
定員 20名

コ
ー
ス

免疫組織化学法は、抗原抗体反応により組織中の特定の抗原を標
識し、可視化する手法です。
本コースでは、マウスのパラフィン包埋切片を用いて目的蛋白を可
視化します。抗原賦活処理から抗体反応、DABを用いた発色までの
一連の操作を実際に体験していただく予定です。初心者の皆様はも
ちろん、経験者の皆様にとっても参考になりますよう、当分野の経験
をふまえながら、基礎的な知識から手技のコツや注意点、トラブルシ
ューティングについて解説いたします。

担当：  田中 美桜 先生 （東北大学病院 個別化医療センター）
        東北大学病院 個別化医療センター
        ／東北大学大学院医学系研究科病理検査学分野

細胞は生命現象を再現できる最小単位であり、生体内と比較するとシ
ンプルな条件で実験を行えるのが培養細胞を用いた実験の特徴です。
なかでも培養細胞の免疫染色は煩雑な手技を必要とせず、比較的短時
間で任意の分子を可視化することができます。培養細胞を免疫染色で
可視化するためには、適切な環境下でスライドガラスやカバーガラス、
ガラスボトムディッシュに細胞を生やす必要があります。本コースでは、
HeLa細胞を用いて、培養器面のコーティング方法から蛍光抗体間接
法による免疫染色までの一連の操作をご紹介し、細胞内膜小器官を可
視化します。加えて、浮遊細胞のサンプリング方法についてもご説明し
たいと思います。

担当：望月 信弥 先生（ 自治医科大学医学部解剖学講座解剖学部門）

培養細胞の免疫染色実習L
定員 10名

コ
ー
ス

蛍光抗体法による多重染色K
定員 15名

コ
ー
ス

動物の組織切片を用いた、蛍光抗体法間接法による多重染色をお
こないます。時間の都合から、あらかじめ準備したパラフィン切片と
凍結切片を用いて、抗原賦活化から実際におこないます。一次抗体
は、異なる動物で作成した2種類の抗体（ウサギ抗体とモルモット抗
体を予定）を用い、適切な組み合わせの蛍光標識二次抗体を用いて
、それぞれ標識します。封入後に蛍光顕微鏡で観察をして終了となり
ます。実際におこなう手技自体は複雑ではありませんが、細かな工夫
点を説明したり、受講者の皆様からの質問等にお答えしたりしたいと
思います。

担当：  松崎 利行 先生（群馬大学大学院医学系研究科生体構造学）

解析技術の進歩により遺伝子発現プロファイル作成、空間トランスクリプト
ーム、空間オミックスなど、より複雑な解析結果を速やかに取得できる昨今、
その対象となる生体組織からのサンプリングにも質、量、迅速さが求められ
ています。また、組織切片から細胞群の高速回収を主目的とするレーザー
マイクロダイセクション（LMD）でも、96穴PCRプレートへの回収や対象領
域の自動認識など、多量サンプリングに特化した新たな機能が備えられて
います。今回の講習では、これらの実験系を視野に入れ、より適した凍結標
本作成、固定、染色方法のコツ、LMDによるサンプル回収までの一連の流
れを実演いたします。さらに、「川本法」開発者の川本忠文先生の講演と研
究相談会を予定しています。

担当： ライカ マイクロシステムズ株式会社

レーザーマイクロダイセクション法による
遺伝子解析用試料回収と「川本法」の講演

J
定員 18名

コ
ー
ス

三次元画像解析の基礎I
定員 20名

コ
ー
ス

本コースでは、解析ソフトAmiraを使用した画像データの2D/3Dの可
視化方法ならびに画像処理と定量評価のワークフローの構築につい
て、実際の連続切片画像をもとに解説します。セグメンテーション手法
の基礎では、インタラクティブなセグメンテーション（領域抽出）ツール
の使い方について、解析の基礎では、セグメンテーションされた領域
に対してどのような解析指標が計算可能かについて説明する予定で
す。お手持ちのデータの解析に関するご相談の時間も設けています。

担当：  サーモフィッシャーサイエンティフィック　日本エフイー・アイ株
        式会社

核酸の品質を測定してみようH
定員 5名

コ
ー
ス

近年、次世代シークエンス（NGS）解析をはじめとする各種遺伝学
的研究の需要の増加に伴い、結果の信頼性を担保するための情
報となる、もとのサンプルの品質確認の重要性が高まっています。ま
た、NGS解析ではライブラリ調製のプロセスの中で、サイズ分布や
濃度を確認することも必要です。
核酸の分解度やNGSライブラリのサイズ・濃度は、実験の結果に
影響する重要な指標で、電気泳動によって測定することが可能で
す。
本コースでは、弊社の全自動電気泳動装置TapeStationを用いた
ゲノムDNAおよび調製済NGSライブラリの電気泳動の実習を通じ
て、その方法と、論文等でも使用されている、TapeStationで算出さ
れる分解度合いの客観的な指標（DIN）などをご紹介致します。

担当：アジレント・テクノロジー株式会社

病理組織検体を使用したin situ 
ハイブリダイゼーション法の基礎と応用

G
定員 12名

コ
ー
ス

FISH 法（蛍光in situハイブリダイゼーション法）はゲノムマッピ
ングの技術であり、染色体異常症候群や腫瘍の染色体異常を
検査する為に導入され、広く使用されています。またFISH検査は
、間期核においても特定の遺伝子座標を明瞭に検出できること
が特徴で、病型特異的染色体異常が知られている白血病やリン
パ腫、固形腫瘍において遺伝子異常を検出し、これを指標にし
た診断と治療が行われています。今回はISH法の基本原理から
、ヒトのDNAを対象としたFISH法の実際の手順に沿った操作方
法および蛍光顕微鏡を用いた検出方法を紹介します。（実演す
る処理は時間の制約上、短縮した模擬的なものなります。）

担当： 株式会社 常光


